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研究内容  微生物は地球初期の生命体と言われており、小さいけれどバイタリテイに富ん

でいます。この微生物の可能性を追求して、微生物の生産する酵素を産業的に利用しよう

と、研究を進めています。酵素は温和な条件で働く、作用特異性を示す、生分解性で環境

にやさしい、などの特徴を有しています。私達の研究室では社会の要請に応えて、以下の 4

つの研究テーマに取り組んでいます。酵素の生産ために、微生物の検索（スクリーニング）、

最適培養条件の検討、さらに大量生産を目指して酵素遺伝子のクローニングおよび発現な

どを行っております。 

 

研究テーマ 

１） 食品加工への利用： フィターゼ処理による高付加価値食品の製造 

２） 臨床診断用薬の開発： コレステロール、ヘモグロビン A1cの酵素的測定法の検討 

３） クリーンエネルギーの生産： 水素・酸素型バイオ燃料電池の試作研究とヒドロ 

 ゲナーゼの生産 

４） 環境問題への取り組み： ラッカーゼによる内分泌攪乱物質（ビスフェノール A, アル 

  キルフェノールなど）の分解・除去、アルデヒドオキシダーゼによるシックハウス原因

物質の分解・除去 
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受験生へ一言  人生は努力すれば必ず報われるものです。大きな志しを立てて、がんばっ

て下さい。バイオテクノロジーを勉強すると、生命の本質が見えてくるとともに、物質生

産に有効な手段であることが分かってきます。21 世紀は食品、医薬、エネルギー、環境な

どの面で解決すべき課題が山積しています。人類社会への貢献と言う崇高な目標に向かっ

て、一歩ずつ前進しょう。 


